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旭川NPO サポートセンター事務局長

森田 裕子（もりた ひろこ）

老人給食や子育て支援、女性起業支援など市民事業に関わった経験から、社会問題

の解決にとって必要と感じ、2000年に旭川NPO サポートセンター設立発起人と

なる。

著 者

で相

談員

結婚して３人の子どもが生まれたのは良かったのですが、長男と次男が２人ともアトピー性皮膚炎と

いうことがわかり、毎晩、体をかきむしり泣き叫ぶ姿に辛い思いをしました。病院通いをしながらも、ス

テロイド剤から何とか開放されたいと模索をしていたときにたまたま知り合ったのが、無農薬の野菜を

栽培したいと本州から移住してきた農業者の方たちです。それから畑ぐるみのお付き合いが始まりまし

た。これまで農薬とか環境とかにまったく関心のなかった私が、子どもの病をきっかけに食や環境など社

会問題に目を向けるようになったのです。そして、徐々に子どもたちが手を離れるにつれ、何か社会貢献

的な仕事をしたいと考えるに至ったのは自然の成り行きでした。とはいっても能力もない、お金もない、

地位もない女性ができることって何だろうと考えていたとき、友人が消費生活アドバイザーという仕事

があるので試験を受けないかと誘ってくれました。どちらかというと怠け者の私ですが、毎晩子どもが休

んでからテキストをめくる日が続きました。

その甲斐あって１年後の試験には合格しましたが、旭川のような小都市では就職口を見つけられず、勉

強をさせてもらうつもりで消費者協会に入会しました。その後、1992年に上川支庁の消費生活相談所

の宅配で

にならないかというお話があり、やっと資格を活かせる仕事に就くことができました。日々消費者か

らの苦情に対応しているうちに、高齢者からの相談が多く、また被害額も大きいということに気がつきま

した。息子や娘は就職で都会に出ていて、残された親は一人暮らしの淋しさから、つい親切そうな訪問販

売員を家の中に入れてしまい、次々と高額な商品を購入させられるというパターンです。こうした一人暮

らしのお年寄りが被害にあうのを避けるために何かできないかと考えてたどり着いたのが、毎日さりげ

なく老人の見守りができ、バランスの良い食事も提供できる老人給食
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した。

NPO 活動をしている人をどのくらいご存じですか？

どんな人が、どのような経緯で始めたり、関わるように

なったのでしょうか。

北海道の多くの市民活動家の中から、まさに「NPOな人」

として紹介したい方に、これまでのエピソードを教えていた

だきました。
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回第 18

市民活動を始めるきっかけ


